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衛星画像とAIを活用した森林資源調査

背 景

成 果

期待される効果

（協力機関：当別町、三菱マテリアル（株）、北海道水産林務部道有林課・森林計画課）

経常研究

低コストで広範囲の人工林資源の現況把握が可能になり森林資源調査のスマート化に貢献。

森林資源情報の高精度化のため、リモートセンシングによる
資源把握技術のAIによる高度化が求められている。

林相タイプ判別AIの開発画像データ整備の効率化

高精度で侵入広葉樹の判別可能

正答率
96％

夏季 冬季

クラウドで
衛星画像
を入手

ドローンで
高解像度画像
を入手

広域で高精度な判別

分析結果
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林相タイプ
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多時期の衛星画像

多時期の衛星画像利用が侵入広葉樹の
判別に有効

針葉樹人工林へ侵入した広葉樹
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クラウドやドローンを活用し分析に使う
衛星画像や教師データを効率的に整備

１ ２ ３

人工林の適切な管理と
広葉樹の有効利用のため、

侵入木見える化が課題
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問い合わせ：林業試験場 電話：0126-63-4164 (代表)

図の背景として地理院タイルを使用
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